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資

し

た

.に

虫

ま.

, 

七

四

(

1

0四
ニ)

■■
.
。
：
づ
：た
:°
-素

0;
約
聋
分
の
1修
當
る
3

九
0

0

グ

.
ロ 
！
ト
は
、
メ
デ
イ

チ
イ
家
、の
人
々
で
あ
る
コ
ズ
イ
モ
の
ニ
子
と
コ
ズ
イ
モ
の
甥
の
一
人
と
に 

依
っ
て
、
調
達
さ
れ
た
：の
で
あ
り
、
ど
の
上
ぅ
に
、
資
本
の
！

3

倒
的
部
分 

を
擧
握
す
る
社.を
ま
依
つ
：て
、':
.
'
-メ
デ
イ
チ
イ
家
は

(

ブ

ル

ー

ジ

ユ

支

^

の 

:

實
際
の
支
配
者
と.な
る
こ
■.と
が
出
來
た「

の
で
：あ
っ
た
。,

.

利
益
め
分
配
に
避
し
弋
は
、
六
割
が
：义
デ

—

チ
イ
家
^
歸
し
、
殘
部
が
、

.■

他

の

ニ

人

の

囊

者

に¥
分
さ
れ
た
/9
從
つ
て
、
へ
支
店
長'の
タ
ニ
は
、.出
. 

V

 

(

資
額
に
.姐
較
し
て
高
率
の.配
當
を
保
證
ざ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、IH
に
、

.

か
か
.る

措

.®
に
成
っ
て
、
直
接
の
經
營
者
た
る
支
時
長
に
對
す
る
報
酬
が 

:
'
:茭
出
さ
れ
た
：の
で
あ
：っ
た0

'

■

■

ぐ

.

•'•

.然
じ
、...I

方
、
；
支
店
長
の.タ
ニ
に
對
し
て
は
、多
く

の
こ
と
が
規
定
さ 

•■:

れ
て
.\>
た
。
'支
店
長
招
、
取
極
に
依0
て
、
：：ブ
ル
ー
ジ
、ユ
に
常
住
し
，
商
'
.

用
の
た
.
.
め

"
ア

ン

ト

ヮ

ー

ブ

.、
，
ベ

.

ル
.
'ゲ
ン
•
オ
フ
•
ツ
ォ
.
ム
、.
ロ
.ン
ド
ン
、
. 

.カ
レ
I
及
び
ミ
ッ
テ
ル
ブ.ル
，ダ
.に
旅
行
す
る
ご
と
が..許
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
，

:

い
。
又
、
貸
付
は
商
人.や
職
人
に
限
る
べ
き
こ
と
、
：
羊
毛
及
び
毛
織
物
の 

，
購
入
額
は
、
年
間
戈0
〇
：グ
ロ
ー
ト
を
限
度
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
- 

.
，
と
等
々
が
規
定
さ
抝
、.吏
店
長
の
權
限
は
、
意
外
に
制
限
さ
れ
た
%'
の
で
-

_ 

あ
つ
た
の
で
.あ
る
。
然
し
、
.後
に
、，
タ
ー
一
に
代
つ
て
、

ト
マ
ソ̂ 

•ポ
ル
 

_

テ
イ
..ナ

ヴ

イ
が
茭
店
長
と
な.っ
た
.時
、
か
か
：る
制
限
は
次
第.に
緩
和
さ
れ
、

-.
■:國
壬
に
對
す
る
貸
付
も
認
め
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。

'か
：く
し
て
、
>
支
辟 

:■
長
ポ
ル
.テ
イ
ナ
リ
イ
；は
、..大
i

シ
.ャ
,ル
ル
に
對じ
、
：

六
、
Q
0
9 
ロ 

:■■
1

ド

の

貸

付

を

行

な

，っ
た
。
.

然
し
主
の
敗
死
と
共
に
、
貸
金
の
囘
收
も
不
，
. 

能
と
な
々
、
こ.れ
が
主
た
る
原
因
と
な
つ
て
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
支
店
は
閉
銷

の
出
办
な
ぎ
に
至
つ’た
.の
で
あ
つ
た
。
.茭
庙
長
の
覆
を
大
幅
に
擴
大
し 

ょ

.
'たA

J
A
1

被

、
却
つ
S

.

.こ
の
よ
う
に
、^/
幸
な
結
果
を
招
く
こ
と
^
な
つ

•■
■
;
;で
し
が
つ
た■の
で
あ
る
ッ.
.
■.
.
:

」

.
：
.
.
.

-
:
:
v .

■■
然
し
、
.一.般
に
、
支
店
長
の
自
肉
が
、
：こ
の
よ
う
に
、
餘
程
に
認
め
ら

.
：
. 

れ
る
^
う
に
ネ
ク
た
命
期
に
お
如
て̂
广
依
然
と
し
て
茭
店
長
は’
ニ

年
::
:
.. 

.
: 

乃

茧

.
三

年

铒

に

フ

ハ

こ
 

.に
！
®

連
絡
^
依
：つ
て
、̂

相
場
の
變
動
7
委
託
谪
品
の
.寶
行
及
び
预''
:
.

.

.

:金
や
貸
仗
の
狀
況
を
、.本
店
に
：對
以
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
^

龙

の

：

,:
.で
あ
が
。
：.資
本
の
願
倒
的
部
分
を
歡
出
し
.て
い
た
メ
デ
ィ
チ
4

家

の

人

々

-し 

が
、.
科
灾
l a

に
對
し
、
來
だ
に
こ
0 .

よ
う
に
、.
隱
然
た
る
勢
カ
贫
持
ち
續
.

.
■;
'
:け
て
い
た
め
：で
あ
る。
：
.-:
-
;
;
\ 

:.'..;.|:.:

,■

メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
".#
地
に
支
店
を
持
つ
て
い
た
ば
か
り
で
は
な 

V

い
。
：.ほ
か)

に
、.
ス
ロ
ン
ン
メ
に
ぱ
ノ
三
：つ
へ
の
エ
場
が
あ
つ
た
。
、

.
一：

1

つ
'の
毛
：

.

.織
物H

場
と
：一
，つ
め
議
机
エ

場

と

で.あ
る
。
#

織
物H

場
の
經
營
方
式
.
へ
 

'

■ば

*'
版
部
門
に
お
け
る
場
合
と
全
ぐ
同

1

で
あ
つ
.た
：。'各

''
3
:場
は
、.
'
'
メ
^
^

.
’
イ
チ
ィ
_

め

人

々

.
か

ら
酿
出
さ
れ
た
資
沐
と.、
：襲

：の
經
廣
者
が
吏
出
し
；
'

.

，
た
資
本
と̂

敗
つ
.て
運
營
ざ
れ
て.い
^

。
但
し
メ
デ
ィ
チ
ィ
家
の
人
 々

.
■
:
は
、
.，
一
つ'
の
毛
微
物
X

場
の
各
總
資
本
五
、b

Q

〇

フ
釦
t

..
:
.y
-
シ
,
の

う
• 

ノ
 

..■
■
:■

ち
、
ぞ
れ
ぞ
れ
ニ
、2l
o

〇
？ 
ロ
I

U
 
ン
：、
ぐ

1:1

、
.ー
0

0

フ
.ロ
 

1

リ
ゾ
を
、

. 

:

又
i

物
エ
場
0

谶

集

五

、，0
0

:0

フ.：«
|

リ
-
>
>
0
\
^
:

一
四〔

4

0

て
へ 

©

^

^

"■

^.
.ソ̂

負
擔
す
る
こ
も
に
依
つ
て
ノ
と
^

か

く

谷

エ

場

の

^

配 

•

權
を
擧
掲
し
^

い
た
の
ガ
あ
づ
た
。：
.；

：-:
''
:

^

' 

.
' 

■ノ
，
\
中
世
の
金
酿
業
著：
：
.
.
，
.
7 

ぐ

：

:
:

.
f
. 

. -
 U
.

!■
ァ
'^
チ
;̂
家
の
：人
々
ば
.、
こ
；の
や
ぅ
に
、
各

H
場

の

.
支

配

權

を

擎

握
 

す
る
こ
と
^
味
つ
て
、'經
營
#;
に
對
し
.、
-高
級
品
の
生
產
を
耍
求
す
る 

こ
と
が
掛
來
た
。

の
要
請
に
應
じ
，て
.
品

質

.の

保

持

に

留

意
 

し

：
た
:0
從

-0
て
、.へ
販
路
は
：、
自
然
と
裉
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
製
品
は
、

.

. 

池

方

备

ん

礙氕
*5

チ
イ
銀
行
の
各
茭«
に
委
託
さ
れ
た
が
、®
か
に
.

ブ
'
.

:

ル
ー
ジ
.
：
ユ

の

ブ

ル

.
グ

ン

ル

象
が
讓
物
を
、
ミ
ラ
/
の
ラ
ォ
ル
ッ
ァ
家
ハ 

:

讓

織

物

を

、
大
量
に
写V

吳

れ

た

忆

過

ぎ

な

か

定'

:然
し
丫
勿
論
'
'
メ
：デ

：ィ
チ
ィ
.

銀
行
は
、
：織
物H

業
よ
り
も
、
國

際

金

融
' 

.や
外
國
资
易
を
重
視
し
：て
：い
た
。
例
克
ば
、

.

.

.一四
充
八
年
に•は
、
國

際

金.. 

融
.や
外
亂
質
易
に.對
し
2

1

八
、
八
〇
〇.

フ
ロ
.丨
リ
ツ
以
上
を
授
資1
て 

い
た
が
、'.
-他
方
、：
エ
業
出
資
は
、
：七
、
八0

0
フ
：ロ
|
リ
シ
.に
過
ぎ
な
か\

つ
た
:°

結
局
、ぺ
メ
デ
イ
チ

.
M
家
は
、
：1
4場
^

1

の
ほ
か
、
鑛
11

|
經
營
に
迄 

.も
參
戳
1>
'

て
い
た
と
は
い
お
、
，
商
人
銀
行
家
で
ゼ
つ
ズ
、
：決
-'
1
..て

囊

逛

業
家
と
い
ぅ
程
の;%
の
で
は
な
か
つ

.た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、.
メ
デ
ィ
：チ
ィ
銀
行
は
、
：
.第
十H

世
紀
.に
お
け
：，る
最
大
の
銀
行 

.'
■i

a

'r
'
、
實
際
に
、
如
何.な
る
業
務
を
行
な
づ
て
：、い
た
め
か
。

.：
又
、
.こ
の
' 

業
務
令
遂
行
す
る.
.た
.ル
の
資
愈
'は
ハ
.
.
.如
何
に
\.
.て
調
達
：さ
れ
た'
の
'*

.

.
:

1

殷
'に

、
丨

中

世

に

'お

い

て

、

銀
0

者

と

い:5
'
場

合

，

:

』

賈

.€
當
る
人
'の
こ
.と
ガ
あ
つ
：た
。%

&
の
&

手
形
は
ぺ
割
則
さ
れ
ず
、.,

.

.
爲
替
.相
場
.
に
依
；つ
.：て
決
定
ざ
れ
る
價
格
：に
，
お
い

.て
賣
聋
さ
れ
た
。
し
か 

.
'も

，
爲
替
相
爆
の
：變
動
が

.
、.
中
世
に
私
い
.て
は
、
意
外
に
激
し
く
、
爲
替

七

五

:
a

o

S

D

,

.



.
'
一

 

V

.

:

:

;

'

.

V-
-
/
:
:
:
:
.
.

' H
-

へ'
:
'
.
:
:

:;
;

:_
:
腾
の
寶
買
ね
依
令
て
業
讀
が
鐽
得
ホ
ふ
麗
は
、
,'-.;
極
：呤
泊
不̂

{
な

が

：
 

の
で
あ
っ
た
。
爲
替
相
場
は
、
金
融
市
場
の
需
給
關
係
に
依
っ
て
影
響
さ 

れ
た
か
ら.
、'業
迸
は
、..常
に
、
國
隙
金
融
市
場
の
狀
況
に
詳
し
く
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

:

'

ィ
そ
ィ.
銀

茫

亦

ぢ

爲

替

讓

の

囊

賈

弩

：葉
務
の
.
：1
歲
ど.
し
て
.：

い
た
。
メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
、
イ
タ
リ
ー
內
外
の
科
地
に
設
置
し
て
い
る

♦
ま

し

塞

る

代
■
人

裏

じ

：僅

範

な

麗

金

融
_

な
み
、
，：；'

:
3ふ
口
：■

‘パ
省
地
に
與
对
石

i
l
l

湖
場
れ
碧
を
歡
じ
て：ベ
馨
我
醪
の
-：
'
. 

資
賈
に
依
つ
'て
多
額
の
利
益
を
獲
得
し
て
い
た.の
で
あ
っ
か
。

ぐ

麗

^

^

デ
ハ
ィ
ネ
ん
銀
行
は
ハ
バ
許
さ
办
た
懸
手
歡
の
賣
實
め
ほ
か
し 

に
、
請
わ
れ
て
融
通
手
形
を
發
行
し
.
た
。
か
か
る
融
澉
手
形
は
、
贷
付
の 

,
た
め
の
難
な
る
ロ1實
に
し
か.
過
ぎ
ず
、.
後.
に
高
利
を
贽.
る

手

段

と

：
し
，
て

非

：
.
；

:

難
さ
れ
た
。
然
し.、
- ;
の

融

通

手

胗

：の

額

®
金
額
は
、：
.
滿
期
時
に
、
，

::.
の
1
^
の
場
合
:2-
1
^
ぐ
、5
爲
替
相
場
に
依
っ
へ
て
決
定
さ#
た
金
額
：に_
, 

い
て
返
濟
さ
れ
たの
.で
あ
る
か
ら
、と
に
か
く
、
.こ
の
よ
ラに
、'.
'メ
デ

ィ■ 

チ
ィ
銀
行
は
、5^

:

の
銀
行
業
者
の
例
に
拽
れ
な
く
、
金
融
業
務
か
ら
，の

. 

‘i

に
お
い
て
、
独
だ
不
確
定
で
あ
り
、

〈

多
分
に
投
機
的
で
：ん
つ
た
の
で

あ

今

' •
: 

. _ 

’
 

.

:

然
し
ク
メ
デ
ィ
チ-̂
銀
行
は
、
単
に
、
と
の.
よ
う
：に
、

「

馨

宇

形

の

賣

，
' 

へ
賈
の
み
を’
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
デ
同
時
に’外
國
質
易
を
，
^
:
: 

な

み

、
嚤

ろ

こ

の

面

に

對

：し
：て
、
：：
よ

り

大

き

な

努

カ

を

傾

け

：で
い
た
程
で

ぁ
っ
ー
た
デ 

: 

.:'
;

.'/」

：
'
:
:

.

七

六

(

一
〇
四
四)

■-:
>
:
^

世
^
§
:
る
外
國
貿
渴
沈
ザ
一:股
に
、
危
險
率
が
非
常
に
高
か

.々:
• 

た
。
從
っ
て
、
中
世
商
人
に
と
力
、
危
險
の
分
散
ど
.
い
う
'
こ

と

が
、
.
特

に

';

. 

编

還

で

あ

っ

^

。

(

そ

办

た:«
>
、
に
：

「

般

に

_は
、
；
；
取

极

品

1
1
1
1
;

を
多
數
に
し
、
且
. 

っ
委
託
販
赍
に
す
る
と
い
う
手
段
が
取
ら
れ
て
.い
た
..
0
:取
极
商
品
を
格
定'
, 

の
-%
'の
に
限
定
せ
ず
、
同
時
に
多
數
の
も
の
を
扱
っ
て
、
危
險
率
の
.集
ホ
：

. 

を
避
け
ょ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

 

’

メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
の
場
合
も
、
決
し
て
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
？
例

一 

;-
.
.
'
>え
ば
、
：：
取
极

品

目

：に
は
、
羊

毛

，
毛
織
物

;.
:

讓
物
プ
明
礬
.

染
料
•

香
.

) 

-

料
•

ォ
リ
.丨
ブ
汕
•

甜

が

含

ま

れ

、
.
必
需
品
ど
奢
侈
品
と
を
網
羅
し
，
 

て
い
た
。
し
か
も
、
メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
、，.
#

の
商
！

l
|

を
、
'
谷
支
店
及
び
.

：
. 

、
.
他
£ 0
-
.
.谪
人
.に
委
！一!
?
^

賣̂
さ
.：せ
、.
.
'
.極
カ
危
險
の
減
少
.を
.圖
.っ_
.た
.
.
.の
.

で
、あ
っ
、

.
^
 

:勿
論
、
*.
目
的
に
商
乱
を
委
託
分
散
す
岑
の
灾
は.な
く
、
#
地
'に
派
’

:
:;,
-
'
;
¥
:
て

あ

各

澈

信

真

か

ら

-.
::
>霧

な

惠

狀

饵

の

報

街

を

：受

け

、
更

に

十 

■■

.
分
信
誉
得
る
商
人
を
見
相
し
^

後
に
、'
始
め
で
販
賣
を
委
託
し
た
の
.で
ノ
.

.

. 

' あ
つ
.た
。

，

- 

ハ J

へi
'
k
'
.
'
;
.

..)

：

こ
0

、4
う
：：に
、
委
託
贩
賓
が
支
酿
的
で
あ
0
.
た
が
'

然
し
、.
固
ょ
り
、

'
V

若
干
の
例
外
は
本
る
。.
刺

え

ば

、
；
綴

織

の

販

賣

が

、

例

外

の

一

'-
.
っ

で

あ

っ
 

た
0
,
こ

：
の
.

場
合
、

メ
デX

チ
.̂

銀
行
は
、
國
王
'
，
貴

族

，
聖

轍

者

及

び

*

K
:

 

商
人
.か
：ら
嶽
觀
の
註
文
を
受
け
、
：
.
變

分

を

綴

織

製

造

人

に

作

ら

せ

、
一

製

ン

. 

品
を
註
次
■主
に
.
m
渡
す
：レ
い
う
形
式
を
操
つ
て
い
た
タ
そ
の
際
、

メ

デ

ィ
.

::
-

チ
ィ
銀
行
は
''
.
>手
數
料
を
取
つ
：た0

'

.:
•

.

.
と..
に
か
く
、
へ
こ
の
ょ
う
：に
、
..
メ
デ<
チ
ィ
銀
^-
は
、
外
國
質
易.
の
面
に
..

•

ぉ
ぃ
て
も
、1£
し
く
當
時
の.
ョ
|.
ロ
ジ
パ
に
.お
け
る
指
遵
勢
力
で
あ
っ
た
'

め

で

あ

る。

: 

.
. 

. 

,

.

.

-
.
-■.
-
 

-

.■-

.
■
 

* 

- 

■
-

:

メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
M
、.
'爲
替
手
形
の
寶
賈
を
行
な
つ
て
い
た
こ
と
、
又 

.大
規
模
な
國
際
質
易
に
從
事
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
；旣
に
.述
べ 

た
0
然
し
、
メ
デ
ィ
デ—

銀
行
の
：活
動
は
、
ぺ
單
に
、.こ
、の
よ
5
に
、
國
際 

▲

瑯

>
.外
國
質
易
の
，面
の
み
に
限̂
故
な
い
。
法
王
廳
と
の
交
渉
も
亦
、

,
メ
デ
ィ
チ'ィ
：銀
行
:0
榮
務
に
お
い
丈
ァ
輕
視
す
.
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
.1:  

.
っ
で
ぁ
ろ
ぅ。:
/

丨

.

.

'

主
と
し
て
、

ロ
 

|
>
.
吏
活
が
、..
'

法
王
廳
と
の
'交
渉
.に
：當
づ
た
。
A
し

. 

，.て
.、
.率
く
も
、

ロ
ー
マ
支
店
は
、
法
芘
廳
の
財
務
代
理
人
，た
る
の
地
.位
を 

_

得
し
た
の
で
あ
っ
た0
:
'
以
後
、.
ロ
し
マ
唐
は
.、
同
じ
メ
デ
ィF

ィ
銀 

.行
下
の
#
支
庙
を
励
員
.し
て
，、■法
王
廳
へ
め
收
入
め
囘
送
や
、：
法
王
の
外 

.國
へ
め
補
助
金
の.吏
拂
等
を
极
い
、
文
法
王
廳
；へ
の
收
入
を
見
越
し
て
、
.

， 

.

法
王
に
對
し
貸
付
を
行
な
っ_た
0;
;
し
た
。
例
克
ば
、
''
'ー
四
乜
三
年
に
、
.ゾ 

:
1

ア
ィ
チ
.

r

銀
行
は
、

「

法
玉
廳
べ
總
計
六
ー-
九
ー
八
フ
ロ
ー
リ
ン
の
貸
付
：
 

が
あ
つ
た
程
で
あ
：る::
0

:

:-

V
.
-
.
.
- 

.

¥ 

メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
、
1

醱

所

有

の

明

礬

鑛.1
1

1
の
探
掘
を 

,

#
理
す
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
。.そ
し
て
、
—*
.
四
六
六
年
に
、.メ
デ
ィ
：チ
ィ
銀 

•.
-
:軒

は

、
：法
王
よ
り
 

>
.ル
ラ
：ァ
，に.あ

妒

明

議
{1
!
:の
猓
掘
と
、
，
そ
：
0.
販
寶
：の
：
 

.

§

と
ー
を
與
え
ら
れ
た;0
:

:然
ん
、_

0

獨
杏
は
認
め
ら
れ
オ
、.腋
寶
.に 

、
依

る

證
.の
三
分
のJ.i

は
法
班
に
屬
ず
る
と
ぃ
丨
取
極
で
あ
づ
^

固
よ
ー 

.-
b'

メ
ズ
十
チ
：ィ
銀
抒
は'
が
か
る
.麗

に

は

滿

足

し

な

い,°
-
特
^

、
ロ. 

:̂
:

,
ソ
：ッ.ォ
は
、
一
鑛M-
I

を
完
全
に
安
配̂

る
V
Xと
：
ぬ

嵌

っ

て

、

イ

タ

^

^

に

:
入

ゾ

中
#

の

奈

融

業

著
\
.:

頌

.
ジ
 

ニ
：
べ
.バ
：
-'
.
,';
'
;'
-

>
:
:
■
'

:
.

;.
おける明鐵の
' 

獨占販寶を企てた。そして、

こ
の
た
め
、
，

地元の反 

,

對を尻目
'に
5

隣接
.の：明
m

3を壓迫し、更
に
は

ま

3 1
に

迫つて
、

. 

ノ，,トル
■コ產明鐵の：

輸
入
を
禁
if
c
-するょぅ要求した

0
最後に殘つた.競 

,

爭
相
宇のイス
.ヶ..ア.明
1
1山の所有者とへロ
 

！
マ支店は、以後一一
 

'
,:

十五年間、
-'

供
$

週剩
’に依：つて、顧格の下落を起さないことを協 

,
.
.
.

定した
。
：'
- :

ー
 

四七〇年のこ：の取極に依つて、

.遂に、
メディチィ銀

'

.,行
は
、
明
攀
の
獨
占
.販
寶
權
を
獲
得
し
た
0;

以

後

約/\
年

間

に

亘

つ

て

メ

 

•
 

デ
ィ
チ
l
^
ff
は
、
こ
の
獨
！̂
權
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
來
た
が
、
事
業 

を

不

當

に

擴

大

し

，
た

た

め

失

敗

し

、
：
遂

に

'
、

;-
四
七
八
年
、
：
法
王
廳'は
、

.
■
%

デ
ィ
テ
ィ
銀
行
の
財
產
を
沒
收
し
.、
.こ
こ
に
メ
デ
ィ
..チ
ィ
家
の
鑛
山
經

•

.'
'
營
は
崩
壞
し-
.た
。
'.
_ 

ソ 
>

.
■
:

'

.

•.
.
. 

' 

-

.
 

.

.

.

.

.

.
メ
デ
心
チ
ィ
銀

.行Q
.

資
本
は
、.
.前
述
し
た
如
く
、
如
佩
な
る
支
店
に
お 

■■
:

い
て
も
、
そ
の
半
分
以
上
を.メ
：デ
ィ
チ
；ィ
家
の
人
達
が
出
資
し
、
殘
餘
を
.
. 

■,
■:」

幾
人
か
の
共
同
出i

が
分
擔
し
て
；い
た
。
.
然
し
、：

メ
デ
イ
チ 

<
 銀

行

の
.

■

:

運
轉
賛
金
に
つ
い.で
調
べ
た
場
合
、
資
本
金
を
上
廻
る
益
額
が
、
實
際
に 

.
■
利
用
.さ
れ
て
い
た
こ.
.と
が
'判
る
。
；例
え
ば
、,'.
ー.
四
七1、

年

に

、

ブ

.
ル

ー

ジ 

:■
:

.:
,ユ.支
商
没
資
本
額
は
、.1
1ー：、'
D

D

0グ：

ロ
、
.ト
.で
あ
つ
た
にも
拘

ゎ

ら
I 

.

.
ず
、.
ブ
ル
.グ
シ
ト
公
に
對
し
、
：六
、
：
〇0
0

:グ

ロ

ー

.
ト

以

上

の

貸

付

を

行
 

' 

'，な
つ
：て
い
，た0
勿

論

、

ほ

か

に

、
；
フ
.
：
ル

ー

，

ユ

支

庙

は

、
.
贸

易

の

決

濟

'
•
. 

:

，
ぐ
爲
替
の
寶
買
の.た

め

：
に
：も
、
' 相

當

額

の.^
金

を

用

意

し

て

置

く

必

要

が

あ
 

'.

ぃ-

つ

於

が-ら
^

運
轉
資
金
と̂

て

ブ

ル-^
ン
丄 

•

は
、
資
本
金
を
遙
か
に
上
廻
る
谣
大
が
金
額
で
あ
つ
た
と
い
は
な
け
れ
ば

> 

七
七
へ
一
〇
四
五

)

，



. 

:

:

J

«學
'#

雜

誌
.

.

第
西
十
六
卷
し
第
十
ニ
號'-
.
.
:

な
ら
な
い
0
:し
.か
も
、で)

の
種
.の
事
情
は
、
他

の

畜

ル

つ

い

て

も

、
，
同
：
'
,
. 

'
■
C

 

働

で

ち

つ

た

：
の

^

あ

る

 

0
!-
'

.

.

. 

:
.
.
.
一

 

八

:
,
')

ぐ 

.

■'
■■
'
.然
ら
ば
'

養

金

以

外

の

と

：の
應
大
な
費
金
を
、
メ
ー

r

イ
チ
ん
：銀
行
は
、

:
:
如
何
に
じ
て
調
達
し
て
い
た
の
か
。
：
'>
-
.

」

の

種

の

囊

：に
對'^
て
：は「

取
引 

':

、
か

ら

得

ら

れ

た

謂
'
の

蓄

積

分

：
の
.
ほ

.
が

に

'-
\

出
賛
者
め
出
資
豳
以
外
の®
: 

•.

金

？
部
外
諸
の
預
金
が
當
て
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

：：

コ
ズ
：ィ
乇
と
、
そ
：へ 

.の
弟
の
：ロ
レ
ン
：ヴ
寸
と
は
、

フ
.セ
；レ
.ゾX

の
*

^
に
；
〇
、
：〇
〇
〇
フ
：
尸 

V

 

I
.リ
シ
を
'
ヴ
.エ
ラ
ス
の
：支
店
に
ー0
、
り
0
〇
フ
.ロ
 
I

リ
\
を
、
：預
金
''
,
'

.

し
て
い
た
，
又
，一.つ
：の
吏
店
が
、
.
：他
の
支
0

の
預
金
者
と
负
る
場
合も

あ 

，
へ
り
，例

え
ば
、
ぎ
エ
ニ
太
支
店
は
、
ー‘、、
ラ
ノ
支
店
め
有
カ
众
預
金
者
で
あ

:.

:

つ
た
。
こ.の
ほ
か
、
商
人
'，
貴
族
 >

:

聖
職
奢
が
、.遊
金
を
好
ん
で
メ
.デ
ィ

''
. 

手
：ィ
銀
行
に
寄
託
し
た0
外
國
人
の
预
金
本
亦
相
當
な
額
に
達
1;

龙
。
，
し
.-
.

も
、
こ
の
種
.
の

預

金

に

對

：し

て

：
は

、
'

普
通
，
八
^

か

：
ら

士
 

5
の
利
率 

:

み
配
當
が：

約
束
さ
れ
で
い
幻。
"::
:

.,

.
:

'

'

と
に
か
.く
、
b

の
上
ぅ
に
、
メ
デ.
ィ
.チ
；ィ̂

?

の

資

叙

ば

、
.:
-
か

か

る

預
; 

.i

に
負
ぅ
：と
と
ろ
大
で
あ
つ
：た
。
そ
し
て
、

.
メ
：デ
イ
チ
：ィ
銀
行
は
、
.：
こ
：の 

パ.
僧
入
金
を
含
め
た
大
き
众
資
金
に
屈
つ
で
、
：
廣
範
な
商
業
活
動
を
行
：な

.つ

.

'
:
M

い
た
の
で
あ
る
。

「

然
し
、
後
に
、':
'
.
:
'
金
價
格
が
騰
貴
し
、

メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
一 

^

が
、
命
を
以
て
そ
の
利
チ
を
支
拂
は
か
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た

^ :

:

■

.
多

く

の

借

入

金

^

依

存

じ

て

ー

い

.
た

こ

-̂
が

、''
メ

デ

：
'
ィ

チ

，
ィ

銀

行

に

とP::

.

V

、
藏
命
的
な
弱
點
と
な
つ
た
の
で
あ
つ
.た
。
 

'

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

/

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

一
.
'
.
ベ
■.
■.
'

，
一
四
'
.
.
ベ

：
.
'
.

'.
'：
. 

. 

' 

■.

.

.

1.

•

,

七
八 

_ 

(

.

0

S

0

.

./:: 
メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
：、：
第
十
五
世
紀

i

お
け
る
最
大
の
銀
行
と
し
て
、

■■
■
多
方
面
に
顯
著
な
進
出
を
示
し.て

い

た

：
。
，
然

し

、

'
第

十

五

世

紀

の

後

半

.
に 

V

ン'X
る

と

、
：
姨

inf-

や
メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
、
從
來
の
繁
榮
を
雜
持
す
る

こ
と
.
 

が
出
來
なy

な
り
、
衰
退
以1
.
:途

を

迪

る

ば

か

り

で

あ

；
っ

た

。

:

.

-

, 

:■
■

'
衰
退
の
主
要
な
原
因
は
、
金
債
格.に
起
っ
た
變
動
で
あ
っ
た
。
特
に
、 

1
:四
六
.五
年
以
降
に
お
い
て
、,'
:
:金
價
格
め
騰
貴
が
著
し
か
っ
た
。
し
か

.

.も
、

一
四
七
五
年
か
ら
，
ー0
九
五
年
の
間
忆
お
い
て
は
、
金
：の
銀
に
對
す 

石
交
換
寧
が
、

： '11

十
^
以

上

も

高

騰

し

矣
.
V-
,の
.こ
と
は
、
メ
デ
ィ
チ
ィ 

V

顧
行
に(

と
っ
ズ
非
常
次
打
擊
丄

：

な
っ
た
。

.第
一
に
、

-4
^
格
，の
上
昇
に
ぐ 

. 

'麻
っ
て
、
茼

品
0-
金
價
格
が
著
し
く
下
落
し
た
こ:>
が
、
大
き
な
^
擊
で
：
 

あ
：っ
.た
。,
し
か
も
：、
メ

デ

ィ

チ

ィ
銀
行
の
取
引
の
大
部
分
が
、
金
本
位
の 

:

，
フ
ラ
シ
ス
V

フI

ブ
ン
ド
^
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い 

，
ぅ
と
と
が(

金
價
將
の
高
騰
に
依.っ
て
、
：メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
が
蒙
っ
た
打 

ハ
擊
を
'

.
1層
深
刻
な
も
の
と
し
お
，
第
ニ
に
、
.金
價
格
の
騰
.貴

仁

依

.っ 

，'て
^-
預
金
者
に
對
す
る
金
に
依
石
利
子
め
茭
拂
が
ゾ
メ
デ
ィ
チr

銀
行
に
、 

.と
つ
て
、
非
常
な
負̂

と
な
つ
*:
點
で
あ
つ
た
.。
し
か
も
、
メ
デ
ィ
：チ
ィ 

t
銀
行
の
資
金
の.多
々
«■
•

.
預
金
に
依
存
し
て
：い
た
か
ら
、
金
價
格
の
上
昇
.
. 

:
迄
俄
；つ
て
メ
デ
ィ.チ
.ィ
銀
行
が
蒙
.つ
た
損
害
は
' 
莫
大
な
概
で
あ
つ
た
と
，

:

い
わ
：な
け
れ
ば
：及
ら
な.い
。

:■
. 

.

.

•

:

:

:

,

.

,

■'
■.な
る
ほ
：ど
、
原
因
は
、
こ'の
よ
う
に
、
'貿
易
に
依
る
利
益
の
減
少
、
支 

狒
5-
'
:べ
.含
利
予
額
：の
意
外
な
增
加
た
あ.っ
た
。
し
か
：も
、.'
無
能
な
ロ
レV

 

v'
7
t
.が
總
茇
配
人
：:^
な

：
る

に

及

ん

：
で

、

:»
態
は
、
急
速
に
惡
化
じ
：、
殆
ん 

'
蓋

局

も

觅
.か
れ
，な
い
樺p

知
つ
た
の
で
あ
る
。

v

一
營
業
-の
不
振
に
直
面
し
て
、
.
ロ
レ
.ジ
.ツ
ー
ォ
は
、.:
:却
つ
て
'、：
局
调
の
打
解
.

'を

、
.益t

困
難
な
%
の
と
し
た
。

口
レ
ン
ツ'ォ
は
、
.預
金
.
.;
^
增
加
し
て
、
.

.

ノ
金
に
依
を
利
子
茭
拂
の
負
擔
を
、
：益
々
：犬
に
し
た
。

'

又
、
明

議

W
の

事
'

. *
を
擴
張
し
て
、
銀

珩

寶

任

を

壻

大

し

释'

;
ン

：;:
'

:v
,
'.'.
:
-;
:.
'
:

■■
'
.然
し
、
：
ロ
レ
：ゾ
ツ
ォ
が
犯
し
た
失
策
め
ぅ
ち
、
最
も
重
大
な
も

.の
は
、
''
-

ロ
レ
ゾ
ツ
ォ
が

'

'

#ま
店
の
-̂

ん

，
で

行

な

つ

'

て
諸
候
に
對
す
る
貸
付
を
、

.

:

放
任
じ
だ
餓
に
あ
っ
た
ゲ
規
ち̂
茭
猫
枕
’

讓

不

振

の

檫

に

^
^
拘

わ

.

.

.ら
ず
、

〉

諸
隊
へ
、の
貸
付
：を
新
た
に
始
め.た
。
し
か

も

、
'
,こ

の

‘過
度
の
貸
#

.め
大
部
分
は
、
！̂

に
返
濟
さ
れ
な
■か
り
た
？
そ
し
て
、
結
局
.、
'
t
o'f
c

'.
1
-

め

:1
'

#
支
店
は
：
次

々

と

を

，
餘

籐

な

ぐ

ざ

れ

た

？

ブ

ル

ー

ジ

一

ユ

演

店

.

:■
.

は
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付
の
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ヮ
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ド
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世
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す
る
貸
付
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デ
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行
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つ
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も

沒

收

：さ
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こ
こ
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、
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イ
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落
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メ
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
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沒
落
原
因
に
つ
い
て
、
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キ
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エ
リ
イ
.は
、
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1著
フ
ロ
レ
ゾ
：ス
史0

い
.て
、
總
支
配
人
口
レ
ン
ツ
ォ
の̂
營
能
カ
の
不 

•
延
と
、
谷
亥
£

の

勝

チ

な

氣

と

を

、
、强
調
し
た
？
事
實
、
：

'ロ
.レ
ゾ
ツ
'
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，
ォ
は
、
；全
く
無
能
な
吏
配
人
で
あ
：つ
.た
。
又
、
事
實
に
お
い
て
、
各
支
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萇

の

：
行

動

は

、
I
蚀
を
缺
い
て
：い
た
。>
七
て
、
と
の
顧
營
考
の
無
能
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'

^
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金
融
業
著
：

.
：

..：
'
- 

:
.
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.
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と
V
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が
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キ
ア
ザ
：エ
リ
；
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：の
.指
摘
し
.允
通
り
、
：
メ
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ィ
チ
ィ
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行
崩
壞
の
重
大
妨
原
因
で
あ
っ-た
こ
と
は
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疑
い
な
：い
。
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然
し
、
そ
れ
は
、
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も
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.
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に
は
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に
述
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よ
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に
、
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金
價
裕
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た
變
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に
依
っ
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起
さ
れ
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困
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デ
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チ
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た
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さ
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づ
て
、
.貿
易
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依
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入
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補
塡
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或
い
.は
、•
不
當
に
膨
脹
し
た 

变
拂
利
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額
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拈
出
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よ
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ら
.れ
た
か
か
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策
が
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メ
デ
ィ
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か
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融
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し
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デ
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あ
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